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より良い“男女共同参画拠点施設”を求めて 

 日立市女性センターは、市内で唯一の「男女共同参画」の拠点施設です。らぽーる協会は、指定管

理者としてより良い運営をするために、毎年皆さまに施設や事業に対するアンケート調査にご協力い

ただいています。 

 

昨年度のアンケート結果によると、90％以上の方から施設面・サービス面

ともに好印象との回答があり、皆様に気持ちよくご利用いただいていることが

わかりました。 

 しかしその一方で、女性センター本来の設置目的である「男女共同参画」に

対してどの程度発信できているのか、なかなか見えてきません。 

そこで、今までの声をもとに今後女性センターに何を望むのか、日頃から

女性センターに関わりのある方々に、自分の思うところ、感じるところを話し

合っていただきました。これからも皆さまの声を生かし、様々な取組みをして

いきます。 
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広 報 紙 

日立市女性センター指定管理者（日立市らぽーる協会） 

－日立市男女共同参画 

社会シンボルマーク－ 

第137 号 

発 行 

2015 年 7 月 

男⼥共同参画

の推進

就業支援・啓発

資格取得準備講座

スキルアップ講座

男女共同参画セミナー

情報発信

広報紙、啓発物

ホームページ

ツイッター

支 援

女性生活相談

DV被害者支援

子育て支援

利用者団体支援

学ぶ・楽しむ

暮らしいきいき講座

グループ活動

仲間作り

協会主催事業
における 
託児無料制度 

DV 被害者支
援基⾦の設置 

らぽーる協会の 

主な事業 

「仕事に役立つ美しい文字の書き方」 

託児風景 

パープルリボンは DV 防 

止啓発運動のシンボルで

す。昨年は、センターの 

利用者と大きなリボンを

作り掲示しました。 
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 特集     座談会 
らぽーる協会は、平成 18 年から女性センターと鮎川  

体育館の指定管理者として、日立市から指定を受け、  

管理運営しています。より良い施設にするために協会 

の印象や望むことなどについてお話しいただきました。  

       

山 

田
（
座
長
） 

本
日
は
、
お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ぜ
ひ
遠
慮
の
な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、『
自
己
紹
介
』
を
お
願
い
し
ま
す
。 

為
我
井 

高
萩
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。
今
か
ら
５
、
６
年
前
に
、
協

会
主
催
の
「
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程
」
と
い
う
、
資
格
を
取

得
す
る
た
め
の
講
座
を
受
け
ま
し
た
。
終
了
後
、
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働

き
ま
し
た
が
、
一
緒
に
働
い
て
い
た
看
護
師
長
さ
ん
の
勧
め
も
あ
り
看

護
師
を
目
指
し
ま
し
た
。
働
き
な
が
ら
５
年
間
勉
強
し
、
今
年
免
許
を

取
り
ま
し
た
。
現
在
、
看
護
師
と
し
て
病
院
で
働
い
て
い
ま
す
。 

野 

澤 

ひ
た
ち
な
か
市
在
住
で
す
。
高
校
卒
業
ま
で
日
立
に
お
り
、

子
育
て
中
に
も
何
年
か
日
立
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
当
時
、
日
立
が
衰

退
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
感
が
あ
り
、
ア
ー
ト
で
日
立
を
元

気
に
し
よ
う
と
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
、“日
立
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
”
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
日
立
は
、
住
み
や
す
さ
の
面
で
は
最

高
な
の
に
、
上
手
に
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

末 

松 

福
岡
出
身
で
す
。
婦
人
の
家
（
女
性
セ
ン
タ
ー
の
前
身
）

の
頃
か
ら
様
々
な
形
で
関
わ
り
が
あ
り
、
熟
年
ネ
ッ

ト
・
ひ
た
ち
（
以
下
Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
）
の
立
ち
上
げ
や
、

「
男
性
の
茶
道
教
室
」
や
「
親
と
子
の
茶
道
教
室
」

な
ど
協
会
の
講
座
に
も
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
市
民

の
思
い
を
行
動
に
移
そ
う
と
「
Ｖ
＆
Ａ
・ 

」
と
い

う
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
日
立
の
桜
で
さ
く
ら
茶

を
作
っ
て
い
ま
す
。
日
立
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、

売
上
金
は
子
育
て
支
援
な
ど
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

 

山 

野 

広
島
県
出
身
で
、
Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
の
代
表 

を
し
て
い
ま
す
。
Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
は
、
シ
ニ
ア
が
退
職

後
に
地
域
に
う
ま
く
溶
け
込
み
、
心
豊
か
に
生
き
ら

れ
る
よ
う
に
と
20

年
前
に
で
き
ま
し
た
。
現
在
約

60

名
の
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
す
。「
大
好
き
ひ
た
ち
」

の
考
え
の
も
と
、
生
き
甲
斐
や
仲
間
づ
く
り
の
た
め

の
講
座
を
開
い
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
楽
し

み
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。 

山 

田 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

為
我
井
さ
ん
は
、
ヘ
ル
パ
ー
の
『
資
格
を
取
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
』
は
、
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

為
我
井 

地
元
の
企
業
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
転
勤
で
県
外
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
親
孝
行
も
で
き
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま

う
と
思
い
、
当
時
テ
レ
ビ
な
ど
で
盛
ん
に
話
題
に
な
っ
て
い
た
介
護
の

通
信
教
育
を
始
め
ま
し
た
。
仕
事
が
忙
し
く
途
中
で
辞
め
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
そ
の
時
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
が
と
て
も
楽
し
く
、
介
護
の
道
へ

進
も
う
と
思
い
ま
し
た
。
実
家
の
近
く
で
介
護
講
習
会
を
探
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
父
親
が
協
会
の
講
座
を
探
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

こ
の
年
、
男
性
の
受
講
者
は
一
人
で
し
た
が
、
皆
川
会
長
や
担
当
職

員
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
３
ヵ
月
間
楽
し
く
受
講
し
ま
し
た
。
受

講
で
き
た
こ
と
は
、
今
で
も
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

末 

松 

転
職
の
受
け
皿
作
り
へ
の
支
援
が
必
要
で
す
ね
。 

野 

澤 

為
我
井
さ
ん
の
よ
う
な
方
を
、
た
く
さ
ん
送
り
出
す
こ
と

が
重
要
で
す
ね
。 

山 

田 

協
会
は
、
男
女
共
同
参
画
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
就
業
支
援

や
啓
発
の
講
座
、
女
性
生
活
相
談
や
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
な
ど
４
つ
の
柱

を
も
と
に
事
業
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
の
た
め

の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
子
育
て
支
援
も
し
て
い
ま
す
。 

平
成
23

年
か
ら
協
会
主
催
の
事
業
は
託
児
費
が
無
料
で
受
講
で
き

ま
す
。『
子
育
て
に
つ
い
て
』
は
、
み
な
さ
ん
い
か
が
で
す
か
。 

末 

松 

子
育
て
支
援
を
し
っ
か
り
し
て
い
く
と
日
立
の
定
住
人
口

が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
〝
日
立
は
楽
し
か
っ
た
、

良
い
所
“と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
と
、
ま
た
日
立
に
戻
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
立
へ
の
思
い
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
日

立
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ら
ぽ
ー
る
協

会
に
そ
の
役
割
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

野 

澤 

こ
ど
も
達
の
心
を
豊
か
に
育
て
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
ひ
た
ち
な
か
市
に
は
子
育
て
中
で
も
気
軽
に
入
れ
る
お
店
が
あ

り
と
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
女
性
セ
ン
タ
ー
（
以
下
セ
ン
タ
ー
）
は
、

良
い
意
味
で
敷
居
が
高
い
所
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
子
育
て
中
の
人
が

も
っ
と
自
由
に
ワ
イ
ワ
イ
で
き
る
雰
囲
気
を
作
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。 

山 

野 

誰
で
も
自
由
に
入
れ
る
雰
囲
気
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
利
用
に
お
い
て
は
、
管
理
が
き
ち
ん
と
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
ル
ー
ル
が
厳
し
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
も
う
少
し
気
楽
に

使
え
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。 

末 

松 

ル
ー
ル
を
寛
容
に
す
る
こ
と
が
良
い
こ
と
か
ど
う
か
、
疑

問
に
思
い
ま
す
。
お
茶
の
世
界
に
は
「
来
た
時
よ
り
も
美
し
く
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
社
会
生
活
を
し
て
い
く
上
で
規
範
を
守
る
こ
と

は
大
切
な
こ
と
な
の
で
、
今
の
ま
ま
で
も
良
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。 

野 

澤 
若
い
人
た
ち
が
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
が
あ
る
と
良

い
で
す
ね
。
セ
ン
タ
ー
に
は
、
ど
こ
か
使
え
る
場
所
は
あ
り
ま
す
か
。 

事
務
局 

２
階
の
“ら
ぽ
ー
る
サ
ロ
ン
”
は
、
自
由
に
使
え
ま
す
。 

山 

田 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な
ど
で
、
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
ね
。 

野 

澤 

目
的
を
持
た
ず
に
集
ま
れ
る
場
所
が
あ
れ

ば
…
。
特
に
子
育
て
期
間
中
は
閉
塞
的
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
息
抜
き
の
時
間
を
持
つ
こ
と
で
、
子
ど
も
や
夫

に
も
優
し
く
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

山 

野 

井
戸
端
会
議
の
よ
う
な
場
所
が
あ
れ
ば
ね
。

 

末 

松 

母
親
に
と
っ
て
は
様
々
な
人
と
話
せ
る
こ

と
が
大
切
で
、
子
ど
も
に
も
良
い
と
思
い
ま
す
。 

山 

田 

男
女
共
同
参
画
社
会
で
は
、
子
育
て
支
援
は 

大
き
な
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
父
親
や
母
親
が
、
気
軽

に
集
ま
れ
る
場
所
が
作
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。 

最
後
に
、『
協
会
に
期
待
す
る
こ
と
』
な
ど
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。 

為
我
井 

最
近
、「
在
宅
死
」
を
内
容
と
し
た
講
座
に

参
加
し
ま
し
た
。
仕
事
を
通
し
て
も
望
ま
し
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
今
後
、
医
療
や
介
護
に
関
す
る
講
座
が
あ
れ
ば

ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
。 

野 

澤 

資
格
取
得
ま
で
い
か
な
い
簡
単
な
講
座
な
ど
は
敷
居
が
低

く
な
り
、
参
加
し
や
す
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
入
り
や
す
い
雰
囲
気

を
作
り
自
由
に
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
場
が
あ
れ
ば
、
Ｄ
Ｖ
を
は
じ
め
と

し
た
色
々
な
気
付
き
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
相
談
へ
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

末 

松 

常
に
「
企
業
・
市
民
・
行
政
と
の
協
働
」
を
考
え
て
い
ま

す
。
ラ
イ
ン
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
使
っ
て
若
い
人
達
と
も
協
働
で
き
る
の

で
は
。
協
会
に
は
ぜ
ひ
、
市
民
活
動
へ
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。 

山 

野 

セ
ン
タ
ー
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

管
理
の
厳
し
さ
を
持
ち
つ
つ
、
敷
居
の
高
さ
を
う
ま
く
無
く
し
て
、
誰

で
も
ス
ー
ッ
と
入
れ
る
よ
う
な
柔
ら
か
さ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

山 

田 

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
日

は
、
本
音
で
貴
重
な
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

メンバー 

山田 禮子さん（座長） 

らぽーる協会副会長 

為我井 弘道さん 

元 介護講座受講生 

看護師 

野澤 寿子さん 

協会理事 
アートを通して街づくりを 

考える 

末松 倫枝さん  

茶道講師 
街づくりグループ V&A・21 代表 

山野 邦雄さん 

熟年ネット・ひたち 

（J-net）代表 

《らぽーるサロン》のご案内 

センター２階にある《らぽーるサロン》は、 

オープンスペースです。個人やグループで、 

休憩や短時間の打合せなどに、自由にご利用 

いただけます。ご利用の際は、1 階事務室に 

声をかけてください。 

※公共の事業などでご利用 

 いただけない日がありま 

 す。事前にお問い合わせ 

ください。                   

 

ミニ講座を開いています 

協会では、昨年から《らぽーるサロン》を 

使って、誰でも気軽に参加できる“らぽーる 

ミニ講座”を開催してきました。                  

 次は 8/17(月) 

テーブルゲーム 

です。 

お楽しみに！ 

昨年の様子 

 

これからの講座 
お電話でお申込みください 

☎ 0294-36-0554 

こころの健康講座 

対人関係とストレス ―ココロが少し 

軽くなるコミュニケーションー 

日 時 9 月 12 日（土）10:00～正午 

講 師 久保田 純さん（臨床心理士） 

定 員 50 名 

参加費 100 円 

場 所 女性センター 4 階 多目的ホール 

申込み 随時受付 

らぽーるミニ講座 

夏休みだ！！女性センターで遊ぼう！ 

日 時 8 月 17 日（月）9:30～11:30 

内 容 テーブルゲーム（オセロ、トランプ、 

将棋、マンカラ、折り紙など） 

対 象 どなたでも 

参加費  無料 

場 所 女性センター ４階 多目的ホール 

申込み 当日、直接おいでください 

いざという時のために！  

普通救命講習会～AED を使って～ 

日 時 9 月 5 日（土）9:00～正午 

講 師 多賀消防署職員 

定 員 先着 20 名 

参加費 無料 

場 所 女性センター 4 階 多目的ホール 

申込み 8 月 3 日（月）9：30 から受付 

※『普通救命講習修了証』が交付されます 

    

・必要とされる講座の充実 

・受講しやすい講座の企画 

・子育て世代への支援 

・敷居を低くする工夫 

・気軽に集まれる場所作り 

・グループ活動への支援 

 

センターは、皆さんの施設で

す。世代や性別にかかわらず、

たくさんの方にご利用いただ

きたいと思います。 

   

 



H27 年度 講座一覧 

●発 行／日立市らぽーる協会（日立市女性センター内） 
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区分 講   座   名 時 期 市報掲載号 

就

業

支

援

講

座 

資格取得準備講座「認知症ライフパートナー検定」      (全 4 回) 10/3～11/14(土) 9/5 号 

資格取得準備講座「TOEIC」                (全 5 回) 11・12 月  

資格取得準備講座「MOS 検定 Excel 2010 受験対策講座」 (全 10 回) 6/16～7/16(火･木) 5/20 号 

仕事に役立つパソコン講座「Excel 基礎編」          (全 5 回) 6/19～7/17(金) 5/20 号 

〃      「Word 基礎編」          (全 5 回) 6/15～7/13(月) 5/20 号 

〃      「Excel 応用編」           (全 5 回) 1・2・3 月  

〃    「パワーポイントでスキルアップ」   (全 6 回) 6/19～7/24(金) 5/20 号 

仕事に役立つ「美しい文字の書き方」講座           (全 5 回) 6/19～8/21(金) 5/20 号 

起業セミナー「女性のための創業塾」            (全 6 回) 10/27～12/3 9/20 号 

啓

発

講

座 

「男女共同参画セミナー」①俳句に込められた女性の姿  ②未定 ①7/18(土) ②2 月 ①6/20 号 

ドメスティック・バイオレンスを考える パート 17 7/28(火) 7/5 号 

こころの健康講座「対人関係とストレス」 9/12(土) 8/5 号 

仕事力アップセミナー                  (全 3 回) 11 月  

SNS講座 －知っておきたい危険性と楽しみ方－       (全 5回) 1・2・3 月  

地域連携事業 2 月  

「チャリティー事業」 らぽーる協会の設置している《DV 被害者支援基金》のために年間を通して実施します。 

く

ら

し

生

き

生

き

講

座 

子育てパパシリーズ① 未定  

子育てパパシリーズ② 

「夏休み、パパとチャレンジ！手打ちうどんをつくろう」 
7/25(土) 7/5 号 

Café 風ごはん♪                    (全 4 回) 

－いつもよりちょっとうれしくなる手軽なワンプレートごはん－                    
6/25～7/30(木) 6/5 号 

一閑張り講習会                      (全 3 回) 9/20～10/4(日) 8/20 号 

子育てママシリーズ 11 月  

ピラティスで骨盤底筋を鍛えよう！             (全 5 回) 6/24～7/22(水) 6/5 号 

いざというときのために！普通救命講習会 －AED を使って－ 9/5(土) 7/20 号 

55 歳から始めるパソコン講座 －基本を学ぼう－      (全 6 回) 6/17～7/22(水) 5/20 号 

パソコン講座 －デジカメ入門編－             (全 5 回) 1・2・3 月  

季節のホームパーティー料理               (全 3 回) 12・1・2 月  

らぽーるミニ講座「テーブルゲームであそぼう」他 8/17(月) 8/5 号 

女性生活相談のご案内 

曜日：月～金曜日 および 第２・４土曜日 

時間：１０時～正午・１３時～１６時    

電話：０２９４（３５）２２１５（直通）  

※秘密厳守。女性相談員が応対します。 

 

 

《ＤＶ被害者支援基金》にご寄付をいただきました 

《Ｖ＆Ａ・21》の皆さんは、市内の八重桜を使いさくら茶を作って

います。収益は、子育て支援など様々な形で活用されています。

昨年に引き続き、ご寄付をいただきました。 

さくら茶は、女性センター 

等で販売しています。 

http://www.rapporthitachi.jp/
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